
例題① 例題②

資産の売却(投資CF)により本業のマイナス(営業CF)の補填や

資金の返済(財務CF)を行っている。銀行からの借入が難しく

なっている可能性があり、この状況が続くと資金繰りが厳し

くなる。
本業のマイナス(営業CF)を資産の売却(投資CF)や資金調達

(財務CF)で補っており、資金繰りの観点から注意が必要。

キャッシュ

期首残高 100

営業CF 50 投資CF▲40
財務CF 20

キャッシュ

期末残高 130

キャッシュ

期首残高 100

営業CF▲30
投資CF 50

財務CF▲20

キャッシュ

期末残高 100

キャッシュ

期首残高 100

営業CF 70
投資CF▲40

財務CF 20

キャッシュ

期末残高 150

キャッシュ

期首残高 100

営業CF▲40 投資CF 30

財務CF 40

キャッシュ

期末残高 130



例題③ 例題④

本業の稼ぎ(営業CF)以上の投資(投資CF)を行うために資金調

達(財務CF)を行っており、積極的な投資を行っている。

本業で稼ぎ(営業CF)、資金調達(財務CF)も行っているにもか

かわらず、投資ではなく投資の回収(投資CF)を行っている。

事業の転換を図っている企業にみられるパターン。

キャッシュ

期首残高 100

営業CF 20

投資CF 30

財務CF 20

キャッシュ

期末残高 170

キャッシュ

期首残高 100

営業CF 30 投資CF▲40 財務CF 30

キャッシュ

期末残高 120

キャッシュ

期首残高 100

営業CF▲20

投資CF▲20

財務CF▲20

キャッシュ

期末残高 40

キャッシュ

期首残高 100

営業CF 30

投資CF 20
財務CF 20

キャッシュ

期末残高 170



本業の稼ぎ(営業CF)と資産の売却(投資CF)により得たキャッ

シュを、資金の返済(財務CF)に充てて負債を減らしており、

財務体質の改善に取り組んでいる。

本業はマイナス(営業CF)だが、資金調達(財務CF)して投資

(投資CF)を行っている。将来的に投資の成果を回収できるか

がポイントとなるが、この状態が続くと資金繰りは厳しい状

態となる。

例題⑤ 例題⑥

キャッシュ

期首残高 100

営業CF 70
投資CF▲40

財務CF 20

キャッシュ

期末残高 150

キャッシュ

期首残高 100

営業CF 30

投資CF 40 財務CF▲50

キャッシュ

期末残高 120

キャッシュ

期首残高 100

営業CF 30 投資CF▲40 財務CF 30

キャッシュ

期末残高 120

キャッシュ

期首残高 100

営業CF▲20

投資CF▲30
財務CF 60

キャッシュ

期末残高 110



例題⑦

本業の稼ぎ(営業CF)を将来に対する投資(投資CF)や資金の返

済(財務CF)に充てており、健全な資金繰りのパターン。

キャッシュ

期首残高 100

営業CF▲40 投資CF 30

財務CF 40

キャッシュ

期末残高 130

キャッシュ

期首残高 100

営業CF 70
投資CF▲40

財務CF▲20

キャッシュ

期末残高 110


